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I N F O R M A T I O N

　
本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
山
の
安
全
祈
願
式
典
を

行
い
ま
す
。

日
時
●
6
月
5
日
日  

午
前
11
時

場
所
●
八
ヶ
岳
阿
弥
陀
岳
山
頂

集
合
時
間
●
午
前
6
時

集
合
場
所
●
舟
山
十
字
路

定
員
●
1
0
0
人（
※
先
着
順
）

申
込
締
切
●
5
月
27
日
金

　
八
ヶ
岳
美
術
館
で
は
、6
月
5

日
日
ま
で
「
画
家
と
し
て
の
清
水

多
嘉
示
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ー
ル
デ
ル
と
出
会
い
彫
刻

の
道
に
進
む
ま
で
は
画
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
清
水
多
嘉
示
の
、

渡
仏
時
代
の
優
品
や
諏
訪
時
代

の
貴
重
な
作
品
な
ど
45
点
を
展

示
し
、画
家
と
し
て
の
足
跡
を
た

ど
り
ま
す
。

〜
関
連
イ
ベ
ン
ト
〜

　
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料（
※

要
入
館
料
）で
す
。

■
ブ
ロ
ン
ズ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
隊

in
諏
訪
湖
畔

　
彫
刻
に
触
れ
、作
品
を
味
わ
い

な
が
ら
楽
し
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し

ま
す
。初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！
見

て
い
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
彫

刻
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
●
5
月
27
日
金 

午
後
1
時

30
分
〜
午
後
4
時

■
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト「
家
族
に
聞

く 

画
家
と
し
て
の
清
水
多
嘉
示
」

　
清
水
多
嘉
示
の
作
品
制
作
の

様
子
や
絵
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
な

ど
を
ご
家
族
に
お
聞
き
し
ま
す
。

日
時
●
5
月
28
日
土 

午
後
1
時

30
分
〜

　
諏
訪
赤
十
字
病
院
で
は「
四
つ

の
柱
〜
地
域
・
健
康
・
福
祉
・
医
療

〜
」を
テ
ー
マ
に
、第
12
回
日
赤

病
院
祭
を
開
催
し
ま
す
。ミ
ニ
御

柱
の
曳
行
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、ご
近
所
・
ご
友
人
お
誘

い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
●
5
月
28
日
土  

午
前
9
時

30
分
〜

　
諏
訪
圏
6
市
町
村
内
に
お
住
い

の
3
歳
児
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お

持
ち
の
親
子
を
対
象
に
、「
あ
そ
び

の
ひ
ろ
ば
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。親

子
で
発
達
を
促
す
あ
そ
び
を
体
験

し
な
が
ら
交
流
し
、子
育
て
の
悩
み

や
不
安
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時
●
6
月
15
日
水 

午
前
9
時

30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
所
●
い
き
い
き
元
気
館（
諏
訪

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）交
流
ひ

ろ
ば

定
員
●
15
組（
※
先
着
順
）

申
込
方
法
●
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵

送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会
で
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
か
ら
御
柱
を

日 土金木水火月

M a y  t o  J u n

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
な
操
作

方
法
を
学
び
、間
伐
材
で
薪
づ
く

り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。薪

ス
ト
ー
ブ
を
お
持
ち
の
方
な
ど

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
●
5
月
29
日
日

　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

※
雨
天
の
場
合
は
、5
月
30
日
月

に
順
延
と
な
り
ま
す
。当
日
朝
、延

期・中
止
の
電
話
連
絡
を
し
ま
す
。

集
合
場
所
●
茅
野
市
市
民
の
森

（
吉
田
山
） 駐
車
場

参
加
費
●
1
，5
0
0
円

定
員
●
30
名（
※
先
着
順
）

持
ち
物
●
山
作
業
の
で
き
る
服

装（
作
業
靴
、長
袖
、手
袋
、帽
子

等
）、弁
当
、飲
み
物

　
お
持
ち
の
方
は
、作
業
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、防
護
ズ
ボ
ン
、チ
ェ
ー
ン

ソ
ー（
※
貸
出
し
も
可
能
で
す
）

申
込
方
法
●
5
月
14
日
土
〜
27

日
金
ま
で
に
、氏
名
・
性
別
・
住
所
・

電
話
番
号
（
緊
急
連
絡
用
）・

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
有
無
・
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
の
参
加
可
否
を
、電
話

又
は
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

薪づくり講習会  申込み専用メールアドレス
kawate@8moribunka.org

　
黒
部
峡
谷
は
、関
西
電
力
の
発

電
施
設
の
保
守
、工
事
用
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。電
源
開
発

の
歴
史
を
学
び
、黒
部
ル
ー
ト
の

水
力
発
電
事
業
を
多
く
の
方
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
、見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
●
小
学
5
年
生
以
上
で
、乗

り
物
の
乗
降
や
階
段
の
歩
行
に
支

障
の
な
い
方

※
登
山
を
目
的
と
し
て
の
参
加
は
、

固
く
お
断
り
し
ま
す
。

定
員
●
各
コ
ー
ス
1
回
30
名

見
学
日
●
10
月
14
日
金
ま
で
、全

34
回
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。参

加
す
る
日
程
に
よ
り
、申
込
み
開
始

日・締
切
日
等
が
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
1
階
村
民

ホ
ー
ル
に
設
置
し
て
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
又
は
富
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
長
野
県
歯
科
医
師
会
の
協
力

の
も
と
、
歯
科
健
診
を
実
施
し

ま
す
。

対
象
者
●
昭
和
15
年
4
月
1
日

〜
昭
和
16
年
3
月
31
日
生
ま
れ

の
被
保
険
者（
平
成
27
年
度
に
75

歳
に
な
っ
た
方
）の
う
ち
、歯
科

健
診
の
受
診
を
希
望
す
る
方

　
対
象
者
に
は
、広
域
連
合
か
ら

6
月
下
旬
に
案
内
通
知
兼
受
診

券
お
よ
び
問
診
票
が
直
接
郵
送

さ
れ
ま
す
。

健
診
期
間
●

　
7
月
1
日
金
〜
11
月
30
日
水

　
歯
科
健
診
希
望
者
は
、期
間

内
に
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯

科
医
院
に
お
い
て
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。（
※
希
望
者
本
人
が
歯

科
医
院
に
直
接
予
約
を
し
、受
診

し
て
く
だ
さ
い
。）

受
診
回
数
●
1
回

料
金
●
無
料（
※
治
療
や
精
密

検
査
が
必
要
な
場
合
は
自
己
負

担
と
し
、受
診
者
の
了
解
を
得
た

上
で
行
い
ま
す
。）

健
診
項
目
●
①
歯
の
状
態
の
確

認
、②
口
腔
衛
生
状
態
の
確
認
、

③
歯
周
疾
患
の
有
無
、④
咬
合
状

態
の
確
認
、⑤
嚥
下
機
能
の
検
査

そ
の
他
●
当
日
は
、受
診
券
と
被

保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
対
象
医
療
機
関
や
そ
の
他
ご

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保

険
料
額
は
、月
額
１
６
，２
６
０

円
と
な
り
ま
す
。こ
の
他
、一
部
免

除
承
認
者
の
保
険
料
額（
月
額
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

保
険
料
額（
月
額
）●

   

1/4
免
除
者
：
1
2
，2
0
0
円

   

半
額
免
除
者
：
8
，1
3
0
円

   

3/4
免
除
者
：
4
，0
7
0
円

■
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
の

発
送
に
つ
い
て

　
3
月
31
日
以
降
、日
本
年
金

機
構
本
部
か
ら
被
保
険
者
宛
て

に
順
次
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
※
口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
り
納
付
さ
れ
て
い
る
方
に

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　
5
月
31
日
火
は
、平
成
28
年
度

の
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。

　
自
動
車
税
は
、4
月
1
日
現

在
で
自
動
車（
軽
自
動
車
、二
輪

車
を
除
く
）を
お
持
ち
の
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

金
融
機
関
、郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び
地
方
事
務

所
税
務
課
で
納
付
で
き
ま
す
。

　

問
・
■
■
■
原
村
観
光
連
盟

　
☎
79
‐
7
0
7
2

申
込
先

問
八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会

　
☎
75
‐
1
7
7
2

イ
ベ
ン
ト

募

　集

お
知
ら
せ

5月 2016 6月

第
32
回
八
ヶ
岳

(

阿
弥
陀
岳)

開
山
祭

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
給
付
課
給
付
係

☎
0
2
6
‐
2
2
9
‐
5
3
2
0

薪
づ
く
り
講
習
会

御
柱
の
歴
史
と
文
化

を
学
ぶ
講
演
会

問
・
■
■
■
諏
訪
圏
域
障
が
い
者

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ア
シ
ス

　
〒
3
9
2‐0
0
2
4

　
諏
訪
市
小
和
田
19
‐
3

　
☎
54
‐
7
7
1
3

　
F
A
X
54
‐
7
7
2
3

申
込
先

オ
ア
シ
ス
企
画

第
１
回
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

八
ヶ
岳
美
術
館

清
水
多
嘉
示
作
品
展

自
動
車
税
の
納
期
限

は
５
月
31
日
で
す

問
八
ヶ
岳
美
術
館

　
☎
74
‐
2
7
0
1

平
成
28
年
度

国
民
年
金
保
険
料
額

問
岡
谷
年
金
事
務
所

　
☎
23
‐
3
6
6
1

歯
科
健
診
の
実
施 『果物籠の女』　1925年

サロン・ドートンヌ出品作  個人蔵
『キブロン 「牧場」 』
1923～1928年  個人蔵

日
赤
病
院
祭

問
諏
訪
赤
十
字
病
院
総
務
人
事
課

　
☎
57
‐
6
0
3
3

問
・
■
■
■
八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会

☎
0
9
0
‐
5
4
3
7
‐
2
8
8
1

申
込
先

問
県
諏
訪
地
方
事
務
所
税
務
課

　
☎
57
‐
2
9
0
5

■役場　☎79-2111
土曜日、日曜日、祝日

■原村診療所　☎79-2716
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター   ☎79-7092
土曜日、日曜日、祝日

■中央公民館　☎79-7940
土曜日、日曜日、祝日（施設利用は可）

■社会体育館　☎79-4922
火曜日、5/18

■図書館　☎70-1500
月曜日、祝日、5/27

■八ヶ岳美術館　☎74-2701
6/6～10

■八ヶ岳自然文化園 ☎74-2681
火曜日

■もみの湯　☎74-2911
5/18、6/15

施
設
の
お
や
す
み

■保健センター　☎75-0228
土曜日、日曜日、祝日

研
究
さ
れ
て
い
る
郷
土
史
家
を

講
師
に
、御
柱
祭
の
起
源
、歴
史
、

文
化
を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。皆
さ
ん
が
既
に
ご
存
知
の

事
か
ら
意
外
な
新
事
実
ま
で
、諏

訪
地
区
住
民
と
し
て
聞
き
逃
せ

な
い
内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。

日
時
●
5
月
22
日
日

　
午
後
3
時
〜
午
後
5
時

　（
受
付
：
午
後
2
時
30
分
〜
）

場
所
●
茅
野
市
議
会
棟 

大
会
議
室

講
師
●
茅
野
市
在
住
の
郷
土
史

家
　
武
居 

幸
重
さ
ん

　
原
村
で
は
、平
成
28
年
熊
本
地

震
の
被
災
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。6
月
30
日
木
ま
で
、原

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
28
年
熊
本
地
震

災
害
義
援
金
の
募
集

問
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
79
‐
7
2
2
8

黒
部
ル
ー
ト
見
学
会

問
黒
部
ル
ー
ト
見
学
公
募
委
員
会
事
務
局

☎
0
7
6
‐
4
4
2
‐
8
2
6
3

富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/
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心配事・結婚相談　問☎79-7228
　◇日時／5月15日（日）、6月5日（日）
　　　　　午後１時30分～午後6時
　◇場所／地域活動支援センター
　◇担当／ 心配事・結婚相談員

特設人権相談　問☎79-7927
　◇日時／6月5日(日)　午前10時～午後3時
　◇場所／原村中央公民館 和室
　◇担当／村の人権相談委員

出張年金相談　問☎23-3661
　◇日時／6月1日(水)　午前10時～午後3時
　◇場所／富士見町役場
　◇担当／岡谷年金事務所職員

税務相談所　問予約☎28-6666
　◇日時／6月8日（水）　午前10時～正午
　◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
　◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士
　※事前に電話でご予約ください。

交通事故巡回相談　問予約☎57-2902
　◇日時／6月9日（木）　午前10時～午後3時
　◇場所／諏訪地方事務所
　◇担当／長野県交通事故相談所松本相談所
　　　　　の交通事故相談員
　※前日までに予約必須です。

筆界特定・境界ADR合同相談会　問予約☎026-235-6642
　　土地の境界をめぐる紛争の解決手段について、解決手段の
　提示並びに当該手段の概要（費用、効果、処理期間等）及び
　利用方法についての合同相談会を開催します。境界のトラブ
　ル・境界問題でお困りの方は無料で相談に応じます。
　◇日時／①毎月第3木曜日　午後2時～午後5時
　　　　　②偶数月第4木曜日　午後2時～午後5時
　　　　　※各1時間につき1人の相談をお受けします。　
　◇場所／①長野地方法務局　②長野地方法務局松本支局
　◇担当／法務局職員、土地家屋調査士
　※事前に予約が必要です。
　※予約状況によっては、各会場にて当日の相談受付も行い
　　ますが、午後3時までの来場者に限ります。

問　教育課文化財係　☎79‐7930（直通）

　
縄
文
時
代
の
家
の
中
に
は
火
を
焚
い
た

跡
が
見
つ
か
り
ま
す
。火
を
焚
い
た
施
設
は

炉
と
呼
ば
れ
、調
理
の
場
だ
け
で
は
な
く
、

照
明
や
暖
房
な
ど
の
機
能
を
も
つ
囲
炉
裏

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

縄
文
時
代
中
期
に
な
る
と
炉
の
形
に
も
変

化
が
お
こ
り
、床
を
掘
り
窪
め
た
だ
け
の

地
床
炉
に
加
え
、深
鉢
形
土
器
を
埋
め
こ

ん
だ
埋
甕
炉
、石
を
囲
っ
た
石
囲
炉
、埋
め

た
土
器
の
周
り
に
石
を
囲
っ
た
土
器
埋
設

石
囲
炉
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
写
真
の
土
器
は
、弓
振
日
向
遺
跡
で
発

見
さ
れ
た
住
居
内
の
埋
甕
炉
に
使
用
さ
れ

て
い
た
中
期
中
頃
の
深
鉢
形
土
器
で
、口

径
約
32
㎝
、高
さ
約
18
㎝
の
口
縁
部
か
ら

胴
部
上
半
ま
で
の
部
分
が
埋
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
炉
に
埋
め
ら
れ
る
土
器
は
、口
縁
部
か

ら
胴
部
上
半
が
残
る
も
の
、胴
部
下
半
か

ら
底
部
が
残
る
も
の
、胴
部
の
み
残
る
も

の
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、本
来
煮
炊
き

に
使
用
さ
れ
て
い
た
深
鉢
形
土
器
が
破
損

し
た
も
の
を
再
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。土
器
の
径
は
10
〜
40
㎝
前
後
と

幅
が
あ
り
、炉
の
使
用
に
合
わ
せ
て
土
器

の
大
き
さ
を
揃
え
て
い
た
よ
う
で
す
。土

器
の
ど
の
部
位
を
選
択
す
る
か
は
、炉
の

使
用
と
い
う
実
用
的
な
側
面
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、作
る
人
の
好
み
も
影
響
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。使
え
る
も
の
は

再
利
用
す
る「
リ
サ
イ
ク
ル
」を
縄
文
の

人
々
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。原
村
の

文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
第
2
集
に
も
炉
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も
合

わ
せ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、役
場
１
階
の
村
民
ホ
ー
ル
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、役
場
に
お
越
し

の
際
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　  

教
育
課
文
化
財
係
　
佐
々
木 

潤

～炉にリサイクルされた土器～おらが村の足跡 13おらが村の足跡 13

ろじ
し
ょ
う
ろ

い
し
が
こ
い
ろ

ま
い
よ
う
ろ

い
し
が
こ
い
ろ

ど
き
ま
い
せ
つ

ま
い
よ
う
ろ

ゆ
み
ふ
り
ひ
な
た

　6
月
1
日
〜
10
日
は
、電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
月

間
で
す
。公
共
の
電
波
を
正
し
く

利
用
す
る
た
め
に
、電
波
法
と
い

う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

「
不
法
無
線
局
」か
ら
発
射
さ
れ

る
不
法
な
電
波
に
よ
る
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
や
、消
防
・
救

急
や
航
空
な
ど
重
要
な
無
線
通

信
へ
の
混
信
・
妨
害
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

取
引
な
ど
に
よ
り
、日
本
で
は
使

用
で
き
な
い
外
国
規
格
の
違
法
な

無
線
機
器（
技
適
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
な
い
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
）が

流
通
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
比

較
的
容
易
に
入
手
で
き
る
た
め
、

法
令
違
反
の
認
識
が
な
い
ま
ま
使

用
し
、混
信
妨
害
の
原
因
者
と
な

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
電
波

の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る
た

め
、「
不
法
無
線
局
」を
な
く
し
、

電
波
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、総
務

省
信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
無
料
）

社
会
体
育
館

　
　
　
　☎
79‐4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
○
5
／
20
金
　
○
5
／
27
金

　
○
6
／
3
金  

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　
○
5
／
21
土
　
○
5
／
28
土

　
○
6
／
11
土
　
午
後
６
時

■
少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
○
5
／
22
日
　
午
前
9
時

　
原
小
学
校
校
庭

■
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

　
○
5
／
26
木  

午
後
7
時
30
分

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　
○
5
／
28
土
　
○
6
／
11
土  

　
正
午
〜
午
後
5
時

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
○
6
／
4
土
　
午
後
7
時

■
利
用
者
会
議

　
○
5
／
９
月  

午
後
７
時
30
分

問
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

【
混
信
・
妨
害
・
無
線
設
備
】

監
視
調
査
課

☎
0
2
6
‐
2
3
4
‐
9
9
7
6

【
テ
レ
ビ
等
の
受
信
障
害
】

受
信
障
害
対
策
官

☎
0
2
6
‐
2
3
4
‐
9
9
9
1

【
そ
の
他
・
情
報
通
信
の
行
政
相
談
】

総
合
通
信
相
談
所

☎
0
2
6
‐
2
3
4
‐
9
9
6
1

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

守
り
ま
し
ょ
う

　電
波
の
ル
ー
ル

■
原
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
○
6
／
10
金

　
午
後
6
時
45
分
〜
午
後
10
時

■
原
村
卓
球
大
会

　
○
6
／
12
日

　
午
前
9
時
〜
正
午

中
央
公
民
館

　
　
　
　☎
79‐7
9
4
0

■
デ
ジ
カ
メ
教
室

　
○
5
／
17
火
　
○
5
／
31
火

　
○
6
／
14
火  

午
前
9
時
30
分

■
山
歩
き
講
座
②

　
○
5
／
20
金
　
三
ツ
峠
山

　
午
前
7
時
〜
午
後
5
時

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
②

　
○
5
／
25
水
　
原
消
防
署

　
午
前
10
時

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
○
5
／
28
土  

払
沢
臥
龍
遺
跡

　
午
前
9
時
30
分

■
紅
茶
教
室

　
○
6
／
6
月  

午
後
1
時
30
分

■
健
康
太
極
拳
教
室

　
○
6
／
8
水  
午
後
1
時
30
分

職
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー
⑦

○
○ 

総
務
課
企
画
係 

○
○

　
第
７
回
目
は
、総
務
課
企
画

係
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
企
画
係
に
は
、現
在
４
名
が
在

籍
し
て
お
り
ま
す
。主
な
業
務
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〇
総
合
計
画
の
策
定

〇
地
方
創
生
事
業
の
推
進

〇
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
域
創
生
総

　
合
戦
略
の
策
定

〇
国
土
利
用
計
画
の
策
定
及
び
国

　
土
利
用
計
画
法
に
関
す
る
こ
と

〇
村
勢
要
覧
の
作
成

〇
統
計
調
査

〇
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

〇
移
住
交
流
事
業

〇
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

〇
諏
訪
広
域
連
合
に
関
す
る
こ
と

〇
八
ヶ
岳
定
住
自
立
圏
に
関
す

　
る
こ
と

〇
村
営
墓
地
の
管
理

〇
個
人
情
報
の
保
護

〇
情
報
化
の
推
進

〇
土
地
開
発
公
社
に
関
す
る
こ
と

〇
原
村
フ
ァ
ン
倶
楽
部
に
関
す
る
こ
と

〇
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、マ
ス
コ
ッ
ト

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
に
関
す

　
る
こ
と
　
等

　
現
在
、日
本
全
国
が
人
口
減
少

の
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。原
村

の
人
口
は
平
成
22
年
の
７
，５
７

３
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、こ
の

ま
ま
で
は
平
成
72
年
に
は
５
，１

７
０
人
程
度
ま
で
減
少
す
る
と

見
通
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
は
住
民
生
活
や
地

域
経
済
の
活
力
を
低
下
さ
せ
、行

政
運
営
な
ど
様
々
な
面
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
村
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
住
民
の

皆
さ
ま
か
ら
伺
っ
た
意
見
を
基

に
、第
五
次
原
村
総
合
計
画
や
、

原
村
地
域
創
生
総
合
戦
略
を
策

定
し
て
お
り
ま
す
。美
し
く
住
み

よ
い
魅
力
あ
る
村
を
目
指
し
、平

成
72
年
の
人
口
目
標
は
６
，５
４

８
人
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
住
ん
で
み
た
い
、住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
村
に
な
る
た
め

に
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
原
村
役
場
で
す
！
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第
10
回「
村
長
と
話
し
合
う

日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
5
月
18
日
水
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
6
時
30
分

■
場
所
／
原
村
役
場 

村
長
室

　
保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前

の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
、保

護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。担
当
者
が
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
５
月（
後
半
）の
開
設
日

　
17
日
火
、19
日
木
、20
日
金
、

　
24
日
火
、26
日
木
、31
日
火

費
、拠
点
開
設
費
、原
材
料
購
入

経
費
、委
託
経
費
、技
術
導
入

費
、人
件
費
、開
業
手
続
経
費
、

広
告
宣
伝
経
費
と
す
る
。

■
補
助
金
額
／
補
助
金
の
額
は
、

審
査
の
結
果
、計
画
の
優
秀
度
に

よ
り
次
の
認
定
区
分
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。

○
認
定
Ａ
プ
ラ
ン
　
50
万
円

○
認
定
Ｂ
プ
ラ
ン
　
30
万
円

○
認
定
Ｃ
プ
ラ
ン
　
10
万
円

■
受
付
締
切
／
9
月
30
日
金

■
応
募
方
法
／
起
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
計
画
応
募
申
込
書
を
役
場
1

階
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
、1
人
又
は
1
社
に
つ

き
1
計
画
に
限
り
ま
す
。

■
６
月（
前
半
）の
開
設
日 

　
2
日
木
、３
日
金
、７
日
火
、

　
9
日
木
、10
日
金
、14
日
火

■
開
設
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
図
書
館
２
階
会
議
室

○
交
流
サ
ロ
ン

　
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
お
兄
さ

ん
、お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
す
。

■
日
時
／
5
月
23
日
月
　

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
原
村
保
育
園

■
持
ち
物
／
タ
オ
ル
、水
筒
、

　
　
　
　
　
　
帽
子
、上
履
き

　
村
内
の
工
場
、
事
業
所
の
皆
さ

ん
に
、
健
全
な
企
業
に
発
展
し
、

大
き
く
飛
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
制
度
資
金
で
す
。

　
融
資
に
あ
た
っ
て
は
、
長
野
県

信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き
融

資
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
際

に
必
要
と
な
る
信
用
保
証
料
に
つ

い
て
は
、
村
が
そ
の
全
額
を
補
助

し
て
い
ま
す
。（
県
制
度
資
金
に

つ
い
て
は
資
金
の
一
部
を
除
き
、

県
及
び
村
で
補
助
し
て
い
ま

す
。
）

　
融
資
対
象
や
資
金
使
途
、
貸

付
限
度
額
等
、
貸
付
条
件
に
よ
り

各
種
の
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
の
資
金
に
つ
い
て
も

村
税
に
滞
納
が
な
く
、
未
申
告
で

な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
新
た
な
起
業
へ
の
取
組
み
を
奨

励
・
促
進
し
、地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、村
内
で
開
業
を

し
よ
う
と
す
る
方
、又
は
開
業
し

て
間
も
な
い
方
の
事
業
計
画
の

う
ち
、優
秀
な
計
画
を
審
査
に
よ

り
認
定
し
、事
業
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

■
応
募
対
象
者
／
村
内
に
事
業

拠
点
を
設
け
、
新
た
に
創
業
、

又
は
創
業
も
し
く
は
実
質
的
な

事
業
開
始
か
ら
3
年
以
内
の
個

人
・
中
小
企
業
者
等

■
対
象
事
業
／
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
等
に
優
位
性
が
あ
る
事
業

（
※
）と
す
る
。

※「
優
位
性
の
あ
る
事
業
」と
は
、

新
規
性
、創
意
性
、強
み
、競
争

力
又
は
差
別
化
の
い
ず
れ
か
に

よ
り
他
の
競
合
企
業
よ
り
優
れ

て
い
る
根
拠
を
明
確
に
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
事
業
。

■
補
助
対
象
経
費
／
対
象
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
当
該
年
度

内
に
お
い
て
必
要
と
す
る
、旅

HP http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/　

E-M
ail haram

ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内233）
　　　　　　 ★災害時連絡先
　企画係 ☎79-7942
　村づくり係 ☎79-7922
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎75-0228
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　原村保育園 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　農業委員会 ☎79-7934
■商工観光課
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　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
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村
長
と
話
し
合
う
日

問
・
■
■
■
総
務
課
総
務
係

☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

申
込
先

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ

中
小
企
業
振
興
資
金

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

2016  05

問
農
林
課
農
村
整
備
係

　
☎
79
‐
7
9
3
2
（
直
通
）

諏
訪
地
区
森
林
づ
く
り
の
集
い

実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
57
‐
2
9
2
0

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p
■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、5／27（金）

　真田信繁（幸村）の最後の刀と
なった名刀「茶臼割り」。謀略に満
ちた北関東の戦国時代、海野・真
田一族らの歴史を見つめた稀代
の日本刀の伝承を描いた書き下
ろし歴史小説。

海の見える理髪店
荻原浩（集英社）

3.11を心に刻んで2016
岩波書店編集部編（岩波書店）

　ある想いを胸に秘め、古い理髪
店を訪ねた僕と店主が交わす特
別な時間。急逝した娘に代わり成
人式に替え玉出席すべく奮闘する
夫婦…永遠のようで儚い家族の
日々を描く。“泣ける”家族小説。

　大震災から５年。被災地の歩み
を振り返る。様々な執筆者が、過
去から蓄積されてきた言葉をひ
き、その言葉に３.11 への思いを
重ねて綴る。池田香代子、上野千
鶴子、鎌田慧、斎藤淳夫など。

　私たちのまわりには、干した食
べものがたくさん。でも、どうして干
すのでしょう？干すことで何が変わ
るのでしょう？世界中を歩いた著
者が紹介する、ふしぎなふしぎな
「干したもの」のおはなし。

しろいやさしいぞうのはなし
かこさとし作・絵（復刊ドットコム）

　ある日、しろいぞうは、変なにお
いに気づきました。火事のにおい
です。大人のぞうも子どものぞう
も、一生懸命逃げましたが、しろい
弱虫ぞうは走るのが遅くて…イン
ドで起こった実話をもとにした絵
本を復刊。

≪図書館からのお知らせ≫

ぜんぶわかる認知症の事典
河野和彦監修（成美堂出版）

　アルツハイマー認知症、レビー
小体型認知症、脳血管性認知症、
前頭側頭葉変性症の４大認知症
の症状、検査・診断から最新治療
までを網羅。精密なイラストや詳し
い解説で分かりやすく紹介。

児童図書

真説真田名刀伝
東郷隆（角川春樹事務所）

★ボランティアグループ「みちくさ」によるおはなし会
　日時／5月21日（土）　午後1時30分～
　内容／紙芝居など
　場所／原村図書館２階

★図書館 おたのしみ会
　日時／6月1日（水）　午後4時～
　内容／絵本の読み聞かせ、紙芝居、本の紹介、折り紙など
　場所／原村図書館２階
　○子どもボランティア “のこのこ”の中学生による、絵本
　の読み聞かせや紙芝居もあります。お楽しみに。

どちらも、どなたでも参加できます。
お友達をさそっておでかけください。

干したから･･･
森枝卓士  写真・文（フレーベル館）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

　52
年
ぶ
り
の
長
野
県
開
催
と

な
る
全
国
植
樹
祭
に
合
わ
せ
、県

内
10
地
区
に
お
い
て
県
民
植
樹

会
場
を
設
け
、県
民
参
加
の
植
樹

を
行
い
ま
す
。諏
訪
地
区
で
は
、

平
成
18
年
に
豪
雨
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
岡
谷
市
湊
地
区
本
沢
川

上
流
を
植
樹
会
場
と
し
、地
域
の

皆
さ
ん
に
も
植
樹
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
日
は
学
校
や
ご
家
庭
等
で

育
て
ら
れ
た
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
・

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
苗
木
を
含
む
、

約
1
5
0
0
本
の
植
樹
を
行
い

ま
す
。自
分
で
育
て
た
苗
木
を
ぜ

ひ
一
緒
に
植
樹
し
ま
し
ょ
う
！

■
日
程
／
5
月
28
日
土

■
会
場
／
岡
谷
市
湊
地
区
本
沢

川
上
流（
荒
天
時
：
湊
小
学
校
）

■
申
込
期
限
／
5
月
16
日
月

※
植
樹
へ
の
参
加
や
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
苗
木
の
提
供
等
、詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
67
回
全
国
植
樹
祭

県
民
植
樹
の
ご
案
内

問
・
■
■
■

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　
☎
79
‐
7
9
2
9
（
直
通
）

申
込
先

原
村
起
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

問
・
■
■
■

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　
☎
79
‐
7
9
2
9
（
直
通
）

申
込
先干したから･･･干したから･･･干したから･･･干したから･･･干したから･･･干したから･･･干したから･･･干したから･･･ しろいやさしいぞうのはなし

　
村
で
は
、原
村
ら
し
い
景
観
や

環
境
、文
化
を
守
り
、地
域
資
源

を
生
か
し
な
が
ら
よ
り
美
し
い

村
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と
を

目
的
に
推
進
委
員
会
を
設
置
し

ま
す
。

　
美
し
い
村
づ
く
り
に
熱
意
が

あ
り
、村
の
施
策
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
締
切
／
5
月
23
日
月

※
応
募
用
紙
等
、詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

原
村
美
し
い
村
づ
く
り

推
進
委
員
の
募
集

問
・
■
■
■

　
総
務
課
村
づ
く
り
係

　
☎
79
‐
7
9
2
2
（
直
通
）

申
込
先

✿ 風景や話題など募集中！ ✿
★「日本で最も美しい村」連合「原村」のホーム
　ページに掲載する、写真や季節の話題などを募
　集しています。
　http://ustukushii-mura.jp/hara/

★Facebookでも原村の活動を紹介していますの
　でぜひご覧ください。連合アカウントをフォロー
　＆いいね で最新情報をチェック！
　https://ja-jp.facebook.com/utsukushiimura.jp
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5月28日(土)
▶午前7：30～
　午前10：30

6月9日(木)

5月23日(月)

5月30日(月)

6月6日(月)

6月13日(月)

5月15日(日)
▶午前9：00～正午

・5月17日 ・5月24日 ・5月31日 ・6月7日 ・6月14日

納期限・口座振替日・・・・・５月３１日（火）

・軽自動車税（全期）
・国民健康保険税（普通徴収２期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収２期）
・上・下水道使用料（３・４月分）
・介護保険料（普通徴収２期）

2016  05

（Ｈ27．4月～Ｈ28．3月）

一般収集

12,786,120

1,158,020

個人持込

1,004,170

17,020

可燃粗大

72,710

18,610

焼却移行量

22,579,220

1,659,700

1人1日あたりの排出量（ｇ/人/日）
　3市町村全体　783ｇ　　原村　577ｇ

100.0

7.4

○2歳半歯科検診 5月17日（火） 対象：H25年9・10・11月生

○乳児健診 5月31日（火） 対象：H27年7・10月、H28年1月生

○子宮がん集団検診（要予約）
5月20日（金）　対象：20歳以上の女性
受付：午後1時～午後1時20分

○乳房視触診集団検診（要予約）
5月24日（火）　受付：正午～
対象：H15年以前、S50年～S61年生まれの女性

○3歳児健診 5月27日（金） 対象：H25年4月2日～5月生

○乳がんマンモグラフィ検診（要予約）
6月3日（金） 対象：S17年～S49年の奇数年生まれの女性
受付：午前9時～午後2時

○ヘルススクリーニング
6月7日（火）～10日（金）　地域福祉センター
受付：午前8時30分～午前11時、午後1時～午後3時

検診・健診　会場 保健センター　受付 午後1時～午後1時15分

○母親学級
　前期コース

5月18日（水）　希望者（要予約）
受付：午後1時～午後1時15分

○離乳食教室
　8・9か月コース

5月19日（木）　中央公民館
対象：H27年8・9月生
受付：午前9時45分～午前10時

○母乳学級 5月25日（水）　希望者（要予約）
受付：午後1時50分～　保健センター

○離乳食教室
　11・12か月コース

6月2日（木）　中央公民館
対象：H27年6・7月生
受付：午前9時45分～午前10時

教室・学級　会場  地域福祉センター

○2か月児相談 5月25日（水） 受付：午後1時～午後1時15分

○育児相談 6月14日（火）　保健センター
受付：午前9時30分～午前11時

相談　会場  地域福祉センター

5月18日（水）、6月1日（水）
対象：生後12か月～3歳の誕生日前

○水痘

予備／5月26日（木）
　　　対象：H24年4月2日～H25年4月1日生
追加／6月14日（火）
　　　対象：H23年4月2日～H24年4月1日生

○日本脳炎
　

6月15日（水）
対象：生後5か月～1歳の誕生日前日

○ＢＣＧ

予防接種　会場 保健センター　受付 午後1時15分～午後1時30分

5月15日(日)～5月21日(土)
5月22日(日)～5月28日(土)
5月29日(日)～6月4日(土)
6月5日(日)～6月11日(土)
6月12日(日)～6月18日(土)

南部建設㈱
㈲森山建設
㈲篠原鉄工建設
㈱宮坂建設
共栄管工㈱

☎79‐5720
☎79‐5730
☎79‐2421
☎79‐2536
☎79‐5254

5月15日

■5月22日 日

6月5日

矢崎薬局
☎73‐6868

細田眼科医院
☎71‐2727
ともみ内科医院
☎82‐0424

ちのメンタルクリニック
☎82‐8277

ふたば本町薬局
☎82‐7288

■5月29日 日

■6月12日 日

薬局マツモトキヨシ上原店
☎73‐7263

中新田診療所
☎70-1331

フジモリ薬局はら店
☎79-5751

リバーサイドクリニック
☎72-7010

りんどう薬局
☎73-9285

①春雨は沸騰したお湯で3分位ゆでた後、水にさらして

　水気をきり、食べやすい長さに切る。

②玉ねぎ・セロリはスライスする。水菜は4センチ位の

　長さに切る。にんにくはみじん切りにする。

③ピーナッツはビニール袋に入れてから叩いてくだき、

　干しえびと一緒にフライパンで乾煎りする。

④フライパンにサラダ油・にんにく・七味唐辛子を入

　れて火にかけ、ふつふつして香りが出てきたら火を

　止め、ナンプラー・砂糖・酢を加えて混ぜる。

⑤④へピーナッツ・干しえび・春雨・玉ねぎ・セロリ・

　水菜を加え、混ぜ合わせて器に盛ったらできあがり。

乾春雨............................40g

玉ねぎ........................1/4個

セロリ..............................1本

水菜.............................1/2本

ピーナッツ...................20g

干しえび...............大さじ2

【ドレッシング】

サラダ油...............大さじ2

にんにく..............ひとかけ

七味唐辛子...................少々

ナンプラー..........大さじ2

砂糖........................大さじ2

酢.............................大さじ2

タイ風春雨サラダレシピ132★材料（4人分）

いつもの春雨サラダも調味料を少し変
えるだけで、ガラッと変わります。

保健福祉課 栄養士　田附愛衣

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た「
健
診
」を
特

定
健
診
と
い
い
ま
す
。生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
早
期
に
発

見
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。40
〜
74
歳
ま
で
の
方
が
対
象
で

す
。加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
者
に
実
施
が
義
務
づ
け
ら

れ
、保
険
者
か
ら
対
象
者
に
健
診
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま

す
。生
活
習
慣
病
に
な
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

あ
る
日
、突
然
病
気
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。運
動
習

慣
や
食
生
活
、喫
煙
と
い
っ
た
生
活
習
慣
を
見
直
す
た
め
の

「
特
定
保
健
指
導
」を
行
う
こ
と
で
、内
臓
脂
肪
を
減
少
さ

せ
、生
活
習
慣
病
の
予
防・改
善
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

　
健
診
を
受
け
る
皆
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
○
自
分
自
身
の
健
康
状
態
の
把
握

　
○
健
診
結
果
を
ふ
ま
え
、現
在
の
健
康
状
態
に
合
っ
た
ア

　
　
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
○
疾
病
予
防
に
よ
っ
て
、い
つ
ま
で
も
健
や
か
な
生
活
を

　
　
送
る
こ
と
に
つ
な
が
る

　
こ
の
た
め
、病
院
へ
定
期
受
診
さ
れ
た
り
治
療
を
受
け
て
い

る
方
も
、ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　
原
村
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、６

月
の
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
、６
月
〜
２
月
ま
で
の
医

療
機
関
健
診
と
1
年
を
通
し
て
の
人
間
ド
ッ
ク
か
ら
特
定

健
診
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
い
内
容
は
、「
平
成
28

年
度
版
生
活
総
合
カ
レ
ン
ダ
ー
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　  

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
　
松
澤
利
子

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う



　既設水源の機能維持と安定した水道水確保のため、
第5水源及び第5・第6配水池が新設され、3月24日に
竣工式が行われました。
　増設された第5・第6配水池は、落雷や降雪防風等に
よる停電時に送水切り替えを円滑に行うことができま
す。また、災害対策として、第5配水池には緊急遮断弁
が設置され、自家発電施設により災害時の上水道配水
拠点となります。

原中学校 入学式

　4月5日、こひつじ幼稚園で入園式が行われました。
中村園長は、園児と同じ目線で声をかけ、在園児や先
生方と一緒に入園を歓迎しました。新入児は入園式が
終わるとそれぞれ手作りのバッチとクレヨンケースを嬉
しそうに受け取りました。

　4月1日、原村保育園で入園式が行われました。「お兄
さんやお姉さん、たくさんの先生方と一緒に遊びましょ
う。元気に保育園
に来てくださいね」
と阿部園長が新入
児を歓迎すると、年
長・年中児は「仲良
くみんなで遊ぼう
ね」と新入児童に
声をかけました。

原村保育園 入園式

こひつじ幼稚園 入園式

新生活への期待と緊張

原小学校 入学式

ニュージーランドホームステイ本番へ向け 本宮四の木造り

　4月6日、原小学校で入学式が行われ、63名の児童が
入学を迎えました。上澤校長は、「立派な小学生になる
には”自分のことは自分でする”、”交通事故に気を付
ける”、”友達を大切にする”の３つを守りましょう」と
話しました。新１年生は校長先生や来賓の方に「入学お
めでとう」と声をかけられると「ありがとうございま
す！」と早速元気よくあいさつを返しました。また、今
まで村の緑化にあてられていた緑の基金が、今年から
入学記念品にあてられることになりました。『木育』の
観点から、1人に1本ブルーベリーの苗木が贈られました。

　4月3日、原中学校で入学式が行われ、63名の新入生が新
しい制服に身を包み式に参加しました。河口校長は「“頑
張った自分を踏み台にして成果を上げていくこと”と“挨
拶をすること”を意識して、自分を鍛え磨いていってくだ
さい」と式辞を述べました。また、小学校と同様に、新入生
に入学記念品としてブルーベリーの苗木が贈られました。

→

　3月30日、本宮四の御柱
の木造りのため、多くの氏
子の皆さんが御柱置き場に
集まりました。まず始めに
神事を執り行い、その後に
メド穴や縄を通す穴を空け
る作業がありました。斧方
やわなぐり係の皆さんを中
心に作業は進められ、周り
からは指示や掛け声が飛び
交いました。作業は夕方ま
でかかりましたが、無事に
作業を終了しました。
　この日は、他の地区の木

造りも行っており、御柱街道は早朝から夕方まで大勢
の氏子で賑わっていました。

　原村人づくり事業で、村の友好都市ニュージーラン
ド・プケコヘに原中学校の生徒9人が派遣され、ホーム
ステイを体験しました。3月18日に行われた壮行会では、
「日本語が通じず文化も違うので、積極的にコミュニ
ケーションをとっていきたい」「食文化の違いについて
学んできたい」と、派遣中学生ひとりひとりが抱負を発
表しました。
　19回目となる今回は、3月18日〜29日の12日間現地に
滞在し、ホームステイ先の受入生徒と交流を深めました。

表しました。
19回目となる今回は、3月18日〜29日の12日間現地に

滞在し、ホームステイ先の受入生徒と交流を深めました。
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　3日目は大きな見せ場である木落しから
川越しまでが一気に行われました。朝から
小雨が降っていましたが、本宮四の御柱が
木落し坂の上まで来ると雨が降り止み、氏
子の士気を高めました。木落しは斜度27度の急坂を滑る難所のひとつで、氏子の度胸が試されます。メドデコに乗っ
た氏子の皆さんはひるむことなく、木遣りやラッパ隊、周りの氏子の声援を受けながら豪快に滑り落ちていきました。
途中で右に傾きはしましたが、最後には立て直し見事に木落しを終えました。

難所①  穴山の大曲り

御柱祭 盛大に執り行われる

難所②  木落し

難所③  川越し 　4月2日〜4日、平成28年諏訪大社上社御柱祭山出し
が行われました。この3日間は、諏訪中の氏子の皆さ
んが奮い立ち、盛大な山出しとなりました。

早朝から各地区から多くの氏子が集まり、活気に溢れ
ていました。出発前に木遣りを謡い士気を高めます。

子ども木遣りだって負けていません。気合は十分に大
人顔負けの声量で高らかに謡い上げました。

木落し坂から宮川の河川敷までの曳行

　山出し最後の難所川越し
では、旗持ちの皆さんによる
区旗の川越しの後、川の中か
ら氏子に曳かれ静かに御柱
が入水しました。冷たさが逆
に氏子を奮い立たせるようで、
掛け声と共に大きく水しぶき
を上げながら渡り切りました。
　川越しを終えた御柱は、安
国寺の御柱屋敷に置かれま
した。5月の里曳きまで、まだ
まだ氏子の熱は冷めません。 区旗の川越し

　風が強い一日でしたが、晴天に恵まれ、青空に映え
る八ヶ岳を背に曳行が行われました。山出し最初の難
所となる穴山の大曲りは、その名の通りとても急なカー
ブを描いた曳行路となっており、多くの氏子の協力と
技術が問われます。難所を攻略するために大曲りでは
指示が飛び交い、曳子の気持ちも高鳴ります。道路が
埋まるほどの大人数が力を合わせ、夕焼けに照らされ
ながら一気に大曲を抜けていきました。
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